






要約:福井県に存在する障害児・および親の会の現状をアンケート調査によって明らかに

した.行政の把握していない親の会や、全国組織の親の会などを個人的な情報や親の会の

ネットワークをもとに調査した.その桔果、1966 年以降成立した親の会 49 が判明した.そ

のうち成立年代がわかったのは 45 で、そのうち 33 が 1980 年以降に成立していた.半数近

く(42%)が親たちの話し合いで始まり、残りは病院などで指導されて(31%)、保健所で(11%)

等となっていた.とくに保健所の指導でできた親の会は 1980 年以降に始まっていた.その

多くが会員同志の親睦を目的にしていたが、就学の問題、卒業後の進路、就職などきわめ

て身近かな問題を目的にしていた.行政に対しては資金援助、情報の提供などの要望が強

かった.障害児間題を考えるとき.親の会の動向は重要である.地域づくりなどを含めて.親

の会の要望を踏まえて障害児医療は行なわなければならない.


